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図 1: 島根県の方言区画図（神部 1982: 213、
大田市の位置の標示は筆者による） 
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(1)（前略） ドーモソレデアスコハノコトバガ イーダカワリダカソラシランワネ 
                     どうも、それであちらのほうのことばがいいのか悪いのかそれはわからないね。 
 
















 「終止形＋デス＋ガ」は 17 例見られたが「連用形＋マス・マシタ＋ガ」は 1 例のみであ
った。当該方言では「動詞・助動詞の終止形＋デス＋ガ」の終助詞「ガ」は「聞き手が知
                                                        
1 白岩・平塚 (2009) は「ノダ文」を「共通語の『ノダ』という形式」という意味で使用していると筆者
は考える。よって杉浦 (2004) の言う「ノダ」と同一の形式を表していると考えるが、本稿 1.1. 白岩・平
塚 (2009) 内においては、原文まま「ノダ文」と示すこととする。 
図 2: ノダ文を繋辞動詞でマークするか（白岩・平塚 2009: 88） 
島根県大田市方言における「終止形+ダ・デス」について 











た。共通語で質問する場合には(2) (a), (b) のどちらも状況によっては使うが、答える場合
には (c) を使うのは稀、(a) の問いに対しても、普通 (c) でなく (d) で答える。 
 
(2) (a) 海に行ったんですか？  (b) 海に行きましたか？ 
     (c) ええ、行ったんです。  (d) ええ、行きました。                                   （杉浦 2004: 14） 























 本稿では、紙幅の都合上、調査 2 の結果のみ取り扱う。 
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【スルダ】 終止形＋ダ  【スル】 終止形 
【スルデス】 終止形＋デス  【シマス】 連用形＋マス・マシタ 
図 3: 調査で対立する形式 
  
 本調査で使用した資料は次の 3 つである。 
① 筆者が書き起こした談話（2012 年当時 40~80 代の大田市出身の男女計 9 名分） 
② NPO 法人 緑と水の連絡会議・島根県教育庁文化財課世界遺産室(2012)2 
           （2011 年当時 50~80 代の男女計 11 名の談話を収録） 
③ 三瓶山国立公園指定 50 周年記念事業実行委員会(2014) 3 
           （2013 年当時 70~90 代の男女計 13 名の談話を収録） 
 











 調査対象の談話より、「終止形＋ダ」は合計 96 例、「終止形」は 249 例抽出され、13 の
助詞の前に「終止形＋ダ」が現れることを確認した。それぞれの分布の偏りを観察し、調
                                                        
2 平成 23 年度島根県地域社会雇用創出共同事業の 1 つとして、石見銀山のある大森町在住の男女計 11 名
の石見銀山にまつわる話を録音・文字化して制作された。 
3 大田市と大田市に隣接する飯南町にまたがる国立公園三瓶山の国立公園 50 周年を記念し、お年寄り（大
田市在住）の三瓶山にまつわる話を録音・文字化して制作された。 
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査結果を「終止形＋ダ」に偏りが見られる助詞、「終止形」に偏りが見られる助詞、偏りが
















接続助詞ドモ 1 例 0 例 1  
接続助詞ニ 2 例 0 例 2  
終助詞ニ 21 例 5 例 16  
終助詞モノ（モン） 3 例 1 例 2  
 








終助詞カ 3 例 14 例  9 
接続助詞ガ 8 例 34 例  26 
終助詞ガ 2 例 9 例  7 
接続助詞ケ 8 例 67 例  59 
接続助詞ケン 0 例 6 例  6 
終助詞ネ 2 例 7 例  5 
終助詞ノ 1 例 45 例  44 
 








終助詞ケ 35 例 46 例  11 
終助詞ケン 2 例 2 例   
終助詞ヨ 8 例 13 例  5 
 



















表 4: ノが後接する「終止形＋ダ」、「終止形」 
 【スルダ】 【スル】 
ムードの「のだ」 0 例 41 例 
終助詞ノ（詠嘆） 1 例 4 例 







ぞれ 3 例、1 例であった。 
 
(3) ソレモナ 80 デ 死ヌルマデ 後ロツカマエトッテ、クドキシチャッタダモン。  
      ホンニ好キダッタダ。 
      「それも、80 歳で死ぬまで後ろをつかみながら、くどきをしてられたんだもん。 






                                                        
5 野田 (2007) は「のだ」を、スコープの「の(だ)」（前接する部分を名詞化して否定などのスコープに入
れる機能を持つ）とムードの「のだ」（説明などの意味を持たせるために用いられる）に二分している。 
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(4) 2 回軍需工場ニ、徴用ガキマシタ。ダドモ、ワタシハ絶対行カン。 
      「2 回軍需工場に、徴用がきました。でも、私は絶対に行かない。」 
 
【終助詞ダニ】 






           ソガナラ祭リノ日休マンデイイノニ、祭リニ参ルガタメニ海マデ休ムダダニ。 





ガ）があった。野田 (2007: 172) によると、共通語のムードの「のだ」を含む前置きの「の
だが」は、話し手が聞き手は従属節の事態を知らないと見なしたときに用いられるという。
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